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16)  瀬島 斉,  岸 和子, 木村正彦、山口清次当科で経験した欠神てんかんの臨床的検討
第 1回日本てんかん学会中国・四国地方会. 岡山, 2007年 2月 

17)  山口清次: わが国の 21世紀における新生児マススクリーニングのあり方に関する研
究. 平成 18年度厚生労働科学研究子ども家庭総合研究事業公開シンポジウム～安全
な出産、健全な子育て～次世代をになう子どもたちの健やかな発育のために～. 東
京, 2007年 3月 

18)  齋籐敦郎, 竹谷 健, 金井理恵, 葛西武司, 山口清次: 治療に難渋している原発性硬
化性胆管炎を合併した潰瘍性大腸炎の 1例. 第 10回中国地区小児免疫薬物療法研究
会. 広島, 2007年 3月 

19)  山口清次: 新生児マススクリーニングの新しい動き: 乳幼児突然死の予防. 平成 18
年度第 2回富山県医師会新生児死亡改善対策講習会 講演. 富山, 2007年 3月 

20)  中嶋滋記, 内田由里, 美根 潤, 吉岡誠一郎, 岸 和子, 竹谷 健, 葛西武司, 瀬島 斉, 
山口清次: 軽微な発作症状のため発見が遅れたWest症候群の 2例. 第 37回中国・四
国点頭てんかん研究会. 岡山, 2007年 3月 

21)  山口清次, 遠藤 充, 小林弘典, 長谷川有紀, Jamiyan P, 内田由里: 培養細胞とタンデ
ムマスを用いるβ酸化能評価法の検討. 平成 18年度医薬品医療機器総合機構「保健
医療分野における基礎研究推進事業研究プロジェクト」新規コンセプト

「Thermolabile Phenotype of Polymorphic Variantion」の発見を基盤とした “熱不安定性
フェノタイプ” のスクリーニング、診断法の確立と治療法の開発 第 3回班会議. 徳
島, 2007年 3月 

22)  高橋知男, 竹谷 健, 葛西武司, 山口清次, 木村正彦: 振戦を契機に発見されたエン
テロウイルス 71による無菌性髄膜炎の一例. 第 79回山陰小児科学会. 松江, 2007年
4月 

23)  斎藤敦郎, 竹谷 健, 葛西武司, 山口清次, 吉原隆夫: Periodic Fever with Aphtous 
Pharyngitis Adenitisの 2歳男児. 第 79回山陰小児科学会. 松江, 2007年 4月 

24)  山口清次: わが国の新しい新生児マススクリーニングの体制作り. 第 110 回日本小
児科学会 ワークショップ「30 年を迎えたわが国の新生児スクリーニングの評価と
今後」. 京都, 2007年 4月 

25)  内田由里, 長谷川有紀, 小林弘典, 遠藤 充, 髙橋あんず, 岸 和子, 瀬島 斉, 山口清
次: インフルエンザ脳症とそれ以外の急性脳症の代謝スクリ－ニング. 第 110 回日
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本小児科学会学術集会. 京都, 2007年 4月 
26)  小林弘典, 長谷川有紀, 遠藤 充, 山田健治, 山口清次, 南 弘一, 長崎啓祐, 大浦敏

博: 尿中アシルカルニチン分析を用いたカルニチン欠乏症の鑑別診断の試み. 第 110
回日本小児科学会学術集会. 京都, 2007年 4月 

27)  竹谷 健, 金井理恵, 山口清次, 林 丈二: 小児インフルエンザに対する麻黄湯の有効
性の検討. 第 110回日本小児科学会学術集会. 京都, 2007年 4月 

28)  瀬島 斉: 非典型的な特発性部分てんかんの 3例. 第 110回日本小児科学会学術集会. 
京都, 2007年 4月 

29)  伊藤真理子, 小林弘典, 竹谷 健, 葛西武司, 岸 和子, 山口清次, 久守孝司, 増江道
哉, 岡本博之, 大久保久美子: focal type乳児持続性高インスリン血性低血糖症の PET
による経時的評価. 第 110回日本小児科学会学術集会. 京都, 2007年 4月 

30)  内田由里, 瀬島 斉,  岸 和子, 葛西武司, 山口清次, 羽根田紀幸: 水痘および EB ウ
イルス感染を契機に発見された Paroxysmal tonic upgaze の乳児例. 第 6 回島根ヘ
ルペス研究会. 出雲, 2007年 4月 

31)  山口清次: 新生児マススクリーニングの新しい動きとその臨床的意義. 第 35 回新潟
小児内分泌談話会 講演. 新潟, 2007年 6月 

32)  葛西武司, 斎藤敦郎, 岸 和子, 瀬島 斉, 山口清次: 重症新生児仮死後、脳波上
supression-burstから hypsarythmiaへの変容を示した乳児てんかん性脳症の女児例. 第
21回島根てんかん研究会. 出雲, 2007年 6月 

33)  高橋知男, 吉川陽子, 小林弘典, 葛西武司, 岸 和子, 山口清次: 末端肥大を契機に診
断した肥大性皮膚骨膜症の 1例. 第 87回小児科学会島根地方会. 出雲, 2007年 6月 

34)  樋口 強, 竹谷 健, 葛西武司, 山口清次, 加藤洋平, 木村光宏, 川内秀之: 急性耳鼻
炎に引き続いて顔面神経麻痺を発症した幼児 2 例. 第 87 回小児科学会島根地方会. 
出雲, 2007年 6月 

35)  安部真理子, 吉川陽子, 竹谷 健, 堀江昭好, 葛西武司, 山口清次, 小西恵理, 高木潤
二, 阿部 淳: Yersinia pseudotuberculosis感染が原因と考えられた急性腎不全の 7歳女
児例. 第 42回日本小児腎臓病学会学術集会. 横浜, 2007年 6月 

36)  遠藤 充, 小林弘典, 長谷川有紀, 山口清次: タンデムマスによる新生児マススクリ
－ニングの意義について: 島根大学の 2年間のパイロットスタデｲ－. 第 16回中国四
国小児保健学会. 山口, 2007年 6月 

37)  山口清次: 大きく変わろうとしているわが国の新生児スクリ－ニング. 平成 19 年度
岐阜大学小児科同門会 (友朋会) 教育講演. 岐阜, 2007年 7月 

38)  南 憲明, 安田謙二: トレッドミル負荷試験における解析機能付き多機能心電計「レ
ーダ－サ－ク Rを用いた QT 時間自動解析の有用性について. 第 43 回日本小児循環
器学会総会・学術集会. 東京, 2007年 7月 

39)  瀬島 斉, 岸 和子, 山口清次: 発達障害をもつ学童の診療と支援－小児科医として
の役割と展望－. 第 49回日本小児神経学会総会. 大阪, 2007年 7 月 

40)  竹谷 健, 美根 潤, 斎藤敦郎, 葛西武司, 山口清次, 森田栄伸: 教育発達遅滞・低アル
ブミン血症・電解質異常を示したアトピ－性皮膚炎乳児の 3例. 第 31回日本小児皮
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膚科学会学術大会. 福岡, 2007年 7月 
41)  安部真理子, 竹谷 健, 葛西武司, 山口清次: 入院管理下で症状を再現できなかった

食物依存性運動誘発アナフィラキシ－の学童児例. 第 31回日本小児皮膚科学会学術
大会. 福岡, 2007年 7月 

42)  山口清次: 大きく変わろうとしている新生児マス・スクリ－ニング. 第 43 回日本周
産期・新生児医学会総会および学術集会. 東京, 2007年 7月 

43)  山口清次: 小児科開講 30周年を迎えて. 島根大学小児科同門会（里仁会）記念講演. 
玉造, 2007年 7月 

44)  柴田直昭, 内田由里, 岸 和子, 瀬島 斉, 山口清次, 江田伊勢松: anticipationを認めた
脊髄小脳変性症の一幼児例. 第 18回日本小児神経学会中国・四国地方会. 岡山, 2007
年 7月 

45)  小林弘典: 成長障害をきたす子どもの病気～成長曲線は語る～. 益田地区子ども健
康フォ－ラム 講演. 益田, 2007年 7月 

46)  瀬島 斉: 小児の感染症と神経合併症～水痘・ムンプス・麻疹の予防～. 益田地区子
ども健康フォ－ラム 講演. 益田, 2007年 7月 

47)  山口清次: 小児救急の場で注意すべき代謝性疾患とその対応. 第 2 回小児救急医療
ワ－クショップ in北九州. 福岡, 2007年 7月 

48)  瀬島 斉: 発達障害のなかみ. こころとからだを育むサマ－セミナ－in ひかわ. 斐川
町, 2007年 8月 

49)  山口清次: これは便利！タンデムマス検査の使い方: 小児科診療での質量分析デ－
タのみかた. 第 3回先天代謝異常セミナ－. 東京, 2007年 8月 

50)  山口清次: タンデムマス導入を機に進める新生児スクリ－ニング体制の立て直し. 
第 34回日本マス・スクリ－ニング学会 シンポジウム. 千葉, 2007年 9月 

51)  遠藤 充, 小林弘典, P.ジャミヤン, 長谷川有紀, 山口清次: 脂肪酸代謝異常症スクリ
ーニングの診断支援方法: 培養線維芽細胞とタンデムマスを用いたβ酸化能評価. 
第 34回日本マス・スクリ－ニング学会. 千葉, 2007年 9月 

52)  大浦敏博, 小林弘典, 島田美香, 斉藤郁磨, 名古屋裕子, 一條敦子, 針生敬子, 山本
俊夫, 遠藤善宏, 秋山和夫, 白石廣行, 坂本 修, 長谷川有紀, 山口清次, 土屋 滋: 宮
城県におけるタンデムマス質量分析計による新生児マススクリ－ニング. 第 34回日
本マス・スクリ－ニング学会. 千葉, 2007年 9月 

53)  小林弘典, 遠藤 充, 長谷川有紀, 大浦敏博, 山口清次: 島根大学で行っているタン
デムマスによる新生児マス・スクリ－ニング：2 年間のまとめ. 第 34 回日本マス・
スクリーニング学会. 千葉, 2007年 9月 

54)  長谷川有紀, 小林弘典, 遠藤 充, 重松陽介, 大浦敏博, 福士 勝, 鈴木 健, 田崎隆二, 
山口清次: タンデムマススクリ－ニングによる予後改善効果の検討: 発症後に診断
された症例との比較. 第 34回日本マス・スクリ－ニング学会. 千葉, 2007年 9月 

55)  小林弘典, 内田由里, 長谷川有紀, 山口清次: インフルエンザ脳症発症時のカルニチ
ン動態の検討. 厚生労働科学研究費補助金 (新興・再興感染症研究事業)「インフル
エンザ脳症の発症因子の解明とそれに基づく発症前診断方法の確立に関する研究」
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(森島班) 平成 19年度第一回班会議. 東京, 2007年 9月 
56)  福田誠司: 造血悪性腫瘍に対する、分子標的治療開発のための研究: 白血病遺伝子に

よる造血細胞の遊走異常. 鹿児島血液研究会 特別講演. 鹿児島, 2007年 9月 
57)  瀬島 斉, 岸 和子, 山口清次: 発達障害を持つ学童への支援－医療現場での役割と

展望－. 第 54回日本小児保健学会. 群馬, 2007年 9月 
58)  南 憲明, 長谷川有紀, 小林弘典, 吉田正人, 山口清次: 安定同位体希釈法を用いた

高感度 GC/MS 分析によるフルクト－ス-1,6-ジホスファタ－ゼ欠損症等の糖新生系
異常の評価: [1,2,3-13C3]-glycerol-3-phosphateの合成. 第32回日本医用マススペクトル
学会年会. 京都, 2007年 9月 

59)  遠藤 充, 小林弘典, 長谷川有紀, 山口清次: グルタル酸血症 2 型の線維芽細胞にお
けるアシルカルニチンプロファイルと臨床的重症度の関連性の検討. 第 32回日本医
用マススペクトル学会年会. 京都, 2007年 9月 

60)  小林弘典: ESI-MS/MS を用いたアシルカルニチン分析における診断精度の向上への
工夫．第 32 回日本医用マススペクトル学会年会 シンポジウム「新生児マススクリー
ニングにおける質量分法の課題」. 京都, 2007年 9月 

61)  堀江昭好, 竹谷 健, 葛西武司, 山口清次, 野村岳志, 越崎雅行, 庄野敦子, 鹿島 裕: 
透析治療時の塩酸デクスメデトミジンの小児使用例の検討. 第 29回日本小児腎不全
学会総会・学術集会. 松江, 2007年 9月 

62)  柴田直昭, 内田由里, 岸 和子, 瀬島 斉, 葛西武司, 山口清次, 柿丸裕之, 内尾祐司, 
木村正彦: 左上肢の麻痺を契機に発症した急性横断性脊髄炎の 7歳男児例. 第 80回
山陰小児科学会. 米子, 2007年 9月 

63)  樋口 強, 小林弘典, 葛西武司, 山口清次, 清村真道, 熊橋伸之, 内尾祐司: 大腿骨遠
位骨端に生じた骨髄炎の 1歳女児例. 第 80回山陰小児科学会. 米子, 2007年 9月 

64)  堀 友博, 深尾敏幸, 寺本貴英, 徳見哲司, 高柳正樹, 小林弘典, 遠藤 充, 長谷川有
紀, 安野哲彦, 山口清次, 近藤直実: Reye様症候群で発症したCPTII欠損症の1例. 第
43回中部日本小児科学会. 名古屋, 2007年 9月 

65)  粟野宏之, 八木麻理子, 起塚 庸, 小林弘典, 長谷川有紀, 山口清次, 但馬 剛, 佐倉
伸夫, 竹島泰弘, 松尾雅文: 幼児期に繰り返す嘔吐発作で発症したメチルマロン酸
血症の姉妹例. 第 243回日本小児科学会兵庫県地方会. 姫路, 2007年 9月 

66)  福田誠司, Conway E, Crispino J, Pelus L: Survivinは正常造血幹細胞の増殖を制御する. 
第 69回日本血液学会 第 49回日本臨床血液学会 合同総会. 横浜, 2007年 10月 

67)  高橋知男, 内田由里, 葛西武司, 岸 和子, 瀬島 斉, 山口清次: 痙攣重積で発症し、頭
部 MRIにて白質病変を来たした HHV-6急性脳症の 2例. 第 59回中国四国小児科学
会. 高松, 2007年 10月 

68)  虫本雄一, 小林弘典, 遠藤 充, 長谷川有紀, 山口清次: 島根大学で診断した中鎖ア
シル CoA 脱水素酵素 (MCAD) 欠損症の 5 例. 第 59 回中国四国小児科学会. 高松, 
2007年 10月 

69)  虫本雄一, 小林弘典, 堀口 強, 安田謙二, 山口清次: 低身長を契機に発見された萎
縮性甲状腺炎の 1例. 第 16回中国四国小児内分泌懇話会. 高松, 2007年 10月 
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70)  山口清次: タンデムマスによる新生児スクリ－ニングのデ－タ解釈と臨床的意義. 
平成 19年度先天性代謝異常・内分泌疾患マス・スクリ－ニング基礎理論研修会. 東
京, 2007年 10月 

71)  山口清次: 日常小児科診療と代謝性疾患. 第 20回北野小児科学術講演会. 大阪, 2007
年 10月 

72)  吉川陽子, 岸 和子, 山口清次, 稲垣卓司, 波多野玲奈, 大野貴子: 遊戯療法と家庭環
境調整で改善した転換性障害の 1 例. 第 48 回日本児童青年精神医学会総会. 岩手, 
2007年 10月 

73)  倉内宏一郎, 山崎雄一, 田中主美, 山口清次, 虫本雄一, 長谷川有紀: 発達退行で発
見されたグルタル酸尿症 I型の兄妹例. 第 136回日本小児科学会鹿児島地方会. 鹿児
島, 2007年 10月 

74)  中嶋滋記, 内田由里, 美根 潤, 岸 和子, 竹谷 健, 瀬島 斉, 山口清次: 発作症状が
軽微だったため発見が遅れた West 症候群の 2 例. 第 41 回日本てんかん学会. 福岡, 
2007年 11月 

75)  虫本雄一, 小林弘典, 山口清次, 藤脇建久, 本間佳子: 成人身長まで観察した非古典
式型 21 水酸化酵素欠損症の女子例. 第 41 回日本小児内分泌学会学術集会. 横浜, 
2007年 11月 

76)  山口清次: 脂肪酸代謝異常症の診断と治療のスタンダード. 第 49 回日本先天代謝異
常学会 Plenary Lecutre. 山形, 2007年 11月 

77)  虫本雄一, 長谷川有紀, 遠藤 充, 小林弘典, 山口清次: 質量分析を用いたマルチプ
ルカルボキシラ－ゼ欠損症の出生前診断. 第 49 回日本先天代謝異常学会. 山形, 
2007年 11月 

78)  大浦敏博, 植松 貢, 坂本 修, 菅原典子, 熊谷直憲, 森本哲司, 長谷川有紀, 小林弘
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ステムの構築に関する研究. 平成 19年度厚生労働科学研究（子ども家庭総合研究事
業）安全・安心な母子保健医療提供体制整備のための総合研究「子どもの病気に関
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宮崎康二: 出生前診断され, 新生児期に切除術を行った先天性肺嚢胞性腺腫瘍奇形
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小児科学会学術集会. 東京, 2008年 4月 

125)  細川真一, 北島博之, 山田 穣, 最上友紀子, 山藤陽子, 里村憲一, 長谷川有紀, 山口
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